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県
遺
族
会
の
第
二
十
三

回
理
事
会
を
六
月
八
日
、

第
十
回
評
議
員
会
、
第

二
十
四
回
理
事
会
を
六
月

二
十
四
日
、
護
国
神
社
に

お
い
て
開
催
し
た
。

　
第
二
十
三
回
理
事
会
に

お
い
て
は
、
来
賓
と
し
て

徳
島
県
保
健
福
祉
政
策
課 

蛯
原
課
長
、
久
米
係
長
に

出
席
い
た
だ
い
た
。
令
和

二
年
度
事
業
報
告
及
び
収

支
決
算
等
を
審
議
し
、
原

案
の
と
お
り
決
定
し
た
。

　
定
時
評
議
員
会
と
し
て

第
十
回
評
議
員
会
を
開
催

し
、
任
期
満
了
に
よ
る
役

員
の
選
任
等
を
審
議
し
、

新
役
員
を
全
会
一
致
で
決

定
、
会
議
終
了
後
、
第

二
十
四
回
理
事
会
を
開
催

し
、
会
長
理
事
・
副
会
長

理
事
を
選
定
し
、
満
場
一

致
で
決
定
し
た
。

役員改選後一般財団法人徳島県遺族会理事・監事・評議員役員改選後一般財団法人徳島県遺族会理事・監事・評議員
ブ
ロ
ッ
ク

市
　
郡

理
　
事

監
　
事

評
　
議
　
員

１

徳
島
市
上
浦
喜
代
志

緒
方　

和
子

井
上　
　

晃

杉
本　

敏
則

福
良　
　

昭
加
古　

健
二

平
岡　

節
子

坂
東　

清
英

岩
内　

利
信

中
井　

文
明

２

鳴
門
市
上
田　

哲
夫

古
林
勢
一
郎
大
平　

敏
之
田
村　

嘉
啓

長
尾　

俊
行

阿
波
市
尾
形　

信
之

坂
東　

照
伸

吉
岡　
　

実

板
野
郡
近
藤　

隆
弘

白
川　
　

潔

松
田　

保
治

坂
東　

良
治

池
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慶
治

３

阿
南
市
池
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哲
哉

神
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武
重

山
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健
司
武
田　

光
普
仁
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輝
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粟
飯
原
富
子

中
道　

健
和

海
部
郡
坂
千
代
克
彦

濵　
　

順
子

谷
﨑　

丈
雄

前
谷　

桂
子

４
吉
野
川
市
後
藤
田
重
喜

稲
原　

一
生

市
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英
俊

川
村　

治
吉

美
馬
市
小
笠　
　

功

緒
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孝
幸

西
岡　
　

登

三
好
市
木
下　

豊
幸

佐
々
木
厚
子

西
内　

重
文

山
下　

善
美

前
川
千
代
子

美
馬
郡
髙
木　

一
永

三
好
郡
山
口　

博
視

大
西　

高
文

５

小
松
島
市
赤
瀬　

敏
幸

前
川　

英
貴

勝
浦
郡
山
本　
　

肇

東　
　
　

功

名
東
郡
谷
渕　

孝
雄

名
西
郡
林　
　

収
一

河
野　

哲
二

田
中　

久
博

那
賀
郡
亀
代　

高
男

田
中　

恒
弘

任期満了で役員を改選 会長に坂千代克彦 氏任期満了で役員を改選 会長に坂千代克彦 氏
～ 理事会と評議員会を開催 ～

会
　
長

坂
千
代
克
彦
海
部
郡

副
会
長

上
浦
喜
代
志
徳
島
市

〃

近
藤　

隆
弘
板
野
郡

〃

池
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哲
哉
阿
南
市

〃

木
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豊
幸
三
好
市
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林　
　

収
一
名
西
郡

〃

濱　
　

順
子
海
部
郡

 

女
性
部

部
　
長

濵　
　

順
子
海
部
郡

副
部
長

緒
方　

和
子
徳
島
市

〃

市
山　

豊
子
板
野
郡

〃

粟
飯
原
富
子
阿
南
市

〃

佐
々
木
厚
子
三
好
市

〃

松
村　

博
子
小
松
島
市

 

青
年
部

部
　
長

山
本　

健
司
阿
南
市

副
部
長

正
木　

祐
史
板
野
郡

〃

高
井　
　

勉
三
好
市

〃

松
本　
　

努
三
好
郡

徳島県戦没者記念館にて
毎月第２土曜日開催（13:30 ～ 14:30）

７月10日（土）・８月14日（土）は延期
（新型コロナウイルス感染症拡大防止の為）

９月以降の語り部についてはホームページ
にて開催の有無を掲載いたしますので、ご
確認お願いします。
携帯電話のバーコードリーダーで右の QR
コードを読み込んで下さい。

語り部事業のご案内
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会
長
就
任
に
あ
た
り
、
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

こ
の
度
、
役
員
選
考
委
員

会
及
び
第
二
十
四
回
理
事
会

に
お
い
て
、
徳
島
県
遺
族
会

会
長
に
ご
推
挙
い
た
だ
き
、

責
任
の
重
さ
を
痛
感
す
る
と

と
も
に
、
誠
心
誠
意
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
職
を

引
き
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

前
任
の
増
矢
前
会
長
は
、

二
十
年
あ
ま
り
青
年
部
長
を

　

退
任
に
あ
た
り
、
一
言
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
昭
和
四
十
五
年
、

青
年
部
を
立
ち
上
げ
ま
し

さ
れ
、そ
の
後
三
十
二
年
間
、

県
遺
族
会
会
長
と
し
て
、
本

会
の
活
動
を
先
導
し
て
こ
ら

れ
、
そ
の
豊
富
な
知
識
や
行

動
力
は
、
全
国
に
知
れ
渡
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
増
矢
前

会
長
の
後
を
引
き
継
ぐ
こ
と

に
、
改
め
て
、
責
任
の
重
大

さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
に
と
っ
て
徳
島
県
遺
族

会
は
日
本
一
の
遺
族
会
と

思
っ
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、

そ
れ
は
、
増
矢
前
会
長
の
知

見
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い

こ
と
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
が

知
っ
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま

す
。

　

徳
島
県
遺
族
会
が
こ
れ
か

た
。

　

そ
の
後
、
徳
島
県
遺
族
会

の
会
長
と
し
て
、
平
成
元
年

か
ら
今
日
ま
で
勤
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
皆
様
方
の
お
力

添
え
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
お
陰
で
、
他
県
に
恥

じ
る
こ
と
の
な
い
徳
島
県
遺

族
会
の
活
動
が
で
き
た
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ら
も
日
本
一
の
遺
族
会
で
あ

る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
、

増
矢
前
会
長
さ
ん
に
は
、
ご

指
導
い
た
だ
き
た
い
、
ご
相

談
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

さ
て
、
徳
島
県
遺
族
会
の

今
後
最
大
の
懸
案
は
、
後
継

者
の
育
成
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
現
在
活
動
し
て
頂

い
て
い
る
会
員
の
方
々
の
高

齢
化
が
進
む
中
、
英
霊
の
顕

彰
、
遺
族
の
福
祉
増
進
を
進

め
て
い
く
た
め
に
は
、
色
々

な
世
代
の
方
々
の
事
業
へ
の

参
加
が
と
て
も
重
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。

　

私
自
身
は
、
前
会
長
に
比

べ
、
浅
学
非
才
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
今
回
一
緒
に
活
動

し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り

　

本
当
に
振
り
返
っ
て
み
ま

す
ほ
ど
、
皆
様
方
の
温
情
が

身
に
染
み
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

私
も
年
を
取
り
ま
し
て
、

八
十
を
越
え
る
と
こ
ろ
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
違
っ
た
立
場

で
、
皆
様
方
の
こ
と
を
思
い

起
こ
し
な
が
ら
遺
族
会
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

私
で
お
役
に
立
て
る
こ
と

ま
し
た
副
会
長
の
皆
様
は
、

私
の
大
先
輩
の
方
々
ば
か
り

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

副
会
長
の
皆
様
方
と
一
緒

に
な
っ
て
、
懸
案
事
項
の
解

消
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な

県
遺
族
会
活
動
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

昨
今
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
症
の
為
、
思
う
よ
う

に
事
業
が
で
き
て
い
ま
せ
ん

が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
進
ん

で
く
れ
ば
、
き
っ
と
色
々
な

事
業
を
進
め
て
い
け
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、
ご

指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
こ
れ

か
ら
も
協
力
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今

後
と
も
こ
れ
ま
で
以
上
の
ご

交
誼
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
お
礼

の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

本
当
に
長
い
間
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

日
本
遺
族
会
は
、
第
二
十
三
回
理
事
会
を
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
観
点
か
ら
書
面
決
議
で

行
わ
れ
、
令
和
二
年
度
会
計
の
決
算
、
令
和
四
年
度

政
府
予
算
に
対
す
る
要
望
事
項
等
が
審
議
さ
れ
、
承

認
・
決
定
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
第
十
四
回
評
議
員
会
、
第
二
十
四
回
理
事

会
を
六
月
二
十
九
日
参
議
院
議
員
会
館
で
開
催
を
予

定
し
て
い
た
が
、
評
議
員
の
出
席
が
定
数
に
満
た
な

い
た
め
、
評
議
員
会
が
成
立
し
な
い
こ
と
と
な
り
、

こ
れ
に
伴
い
役
員
改
選
を
審
議
す
る
第
二
十
四
回
理

事
会
も
開
催
出
来
な
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
会
議
日

程
が
変
更
、
第
十
四
回
評
議
員
会
が
書
面
決
議
、
第

二
十
四
回
理
事
会
は
延
期
と
な
っ
た
。

　

決
定
さ
れ
た
来
年
度
政
府
予
算
に
対
す
る
要
望
事

項
の
大
綱
は
次
の
と
お
り
。

一　

公
務
扶
助
料
等
の
改
善

二　

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
の

充
実

三　

戦
没
者
の
遺
骨
収
集
事
業
の
拡
充
強
化

四　

全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ
の
国
費
参
列
者
の
増

員
並
び
に
旅
費
算
定
の
見
直
し

五　

海
外
慰
霊
碑
の
維
持
管
理
及
び
移
設
事
業
の

推
進

六　

国
内
に
お
け
る
民
間
建
立
戦
没
者
慰
霊
碑
の

維
持
管
理
等
へ
の
支
援

七　

海
外
等
に
散
逸
す
る
戦
没
者
遺
品
の
返
還
等

の
推
進

八　

先
の
大
戦
に
係
る
戦
没
者
遺
族
等
の
記
憶
及

び
教
訓
継
承
事
業
の
新
設

理
事
会
・
評
議
員
会
を
書
面
決
議

日
本
遺
族
会
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徳
島
県
戦
没
者
記
念
館
　
第
十
一
回
　
特
別
企
画
展

　「
全
国
各
地
の
戦
争
記
念
館
か
ら
戦
争
史
実
を
伝
え
る
」

　
全
国
の
﹁
平
和
・
戦
争
に
関
す
る
施
設
等
﹂
の
資
料
を
展
示
し
、
紹
介
す
る
こ
と
で
、
先
の
大
戦
の
事
実
と
平
和

の
尊
さ
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く
た
め
に
開
催
致
し
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
な
ど
、
多
数
の
方
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

１．旧満州
２．西部ニューギニア
３．ボルネオ・マレー半島
４．東部ニューギニア
５．ビスマーク諸島

６．中国
７．トラック諸島
８．ミャンマー・タイ
　※ パラオ諸島については、日程を

変更し、実施する方向で調整

　新型コロナウイルス感染症は、未だ収束が見えず、訪問国への入国及び帰国後の規制も緩和されず外務省渡
航情報では渡航中止勧告が発令されている現状である。そのため日本遺族会では協議を行い、次の８地域（８
月から 11 月実施予定地域）について中止することを決定した。

中　止　地　域

令和３年度戦没者遺児による慰霊友好親善事業の実施地域の一部中止について
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鳴
門
市
戦
没
者
追
悼
の
日
と
な

る
五
月
十
日
に
、
妙
見
山
公
園
内

に
あ
る
忠
魂
碑
で
﹁
鳴
門
市
戦
没

者
追
悼
献
花
﹂
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
今
年

　

令
和
三
年
度
牟
岐
町
戦
没
者
追
悼

式
は
当
初
牟
岐
町
海
の
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
中
学
生
も
参
列

し
て
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
五
月
の
町
遺
族
会
役
員
会
に
お

い
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

で
延
期
又
は
、
昨
年
度
に
続
い
て
の

中
止
か
と
検
討
い
た
し
ま
し
た
。
戦

没
者
、
又
、
お
父
さ
ん
達
の
事
を
考

え
ま
し
た
と
き
、
簡
素
化
し
、
場
所

は
屋
外
で
で
も
。
牟
岐
町
忠
魂
碑
に

は
日
清
戦
争
か
ら
太
平
洋
戦
争
ま
で

の
六
百
二
十
二
柱
が
祭
ら
れ
て
い
ま

す
。
役
員
会
で
の
協
議
の
結
果
、
こ

の
最
高
の
場
所
で
開
催
し
よ
う
と
決

定
。
そ
し
て
、
枡
富
町
長
さ
ん
に
強

く
要
望
い
た
し
ま
し
た
。
町
長
さ
ん

も
開
催
の
決
断
は
大
変
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

も
例
年
開
催
さ
れ
て
い
た
追
悼

式
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
よ
う
な
中
で
も
戦
没
者
へ

の
追
悼
の
意
を
表
し
た
い
と
、

関
係
者
代
表
の
み
で
感
染
対
策

を
行
っ
た
上
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

主
催
者
の
鳴
門
市
泉
市
長
、

来
賓
の
鳴
門
市
議
会
林
議
長
、

徳
島
県
遺
族
会
上
浦
副
会
長
、

鳴
門
市
遺
族
連
合
会
上
田
会
長

よ
り
、
献
花
と
追
悼
の
言
葉
が

捧
げ
ら
れ
た
後
、
出
席
し
た
鳴

門
市
遺
族
連
合
会
の
各
地
区
会

長
よ
り
献
花
が
捧
げ
ら
れ
ま
し

た
。
献
花
を
通
じ
、
今
日
の
平

和
と
豊
か
な
生
活
の
礎
と
な
ら

れ
た
英
霊
に
対
す
る
心
か
ら
の

ご
冥
福
と
恒
久
平
和
へ
の
祈
り

が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

鳴
門
市
遺
族
連
合
会

　

参
列
者
規
模
を
縮
小
し
て
町
長

さ
ん
、
遺
族
会
か
ら
は
会
長
ら
役

員
十
人
で
計
画
ど
お
り
、
六
月
九

日
に
開
催
の
決
定
を
戴
き
ま
し

た
。

　

そ
こ
で
六
月
五
日
に
役
員
十
人

で
忠
魂
碑
を
清
掃
、
草
刈
り
機
等

で
半
日
か
け
て
奇
麗
に
準
備
完
了
。

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
て
午
前

十
時
に
予
定
ど
お
り
十
人
で
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
牟
岐

町
、
県
遺
族
会
か
ら
の
き
れ
い
な

花
束
で
飾
ら
れ
た
献
花
台
が
出
来

た
中
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

参
列
者
全
員
が
戦
没
者
に
対
し

て
御
霊
の
平
安
を
祈
る
黙
祷
を
捧

げ
ま
し
た
。

最
初
に
枡
富
治
牟
岐
町
長
に
よ

る
献
花
及
び
式
辞
を
戴
き
ま
し
た
。

　

次
に
、
徳
島
県
遺
族
会
増
矢
稔

会
長
の
追
悼
の
言
葉
を
私
が
代
読

さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。'

　

そ
し
て
参
列
者
全
員
が
白
菊
の

花
を
一
本
づ
つ
献
花
し
、
戦
没
者

の
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
牟
岐
町
戦
没
者
遺
族
を

代
表
し
て
私
が
お
礼
の
言
葉
を
申

し
上
げ
、
追
悼
式
無
事
終
了
し
ま

し
た
。

　

今
年
の
追
悼
式
は
コ
ロ
ナ
禍

で
心
配
致
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

我
々
遺
児
も
忠
魂
碑
の
中
の
お
父

さ
ん
達
も
﹁
よ
か
っ
た
な
ー
あ
り

が
と
う
！
﹂
と
大
変
喜
ん
だ
素
晴

ら
し
い
追
悼
式
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
そ
の
後
全
員
で
集
合
写
真

を
撮
り
ま
し
た
。

　

枡
富
治
牟
岐
町
長
さ
ん
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
御
座
い
ま
し
た
。

　

又
、
前
日
ま
で
の
準
備
、
当
日

の
お
世
話
い
た
だ
き
ま
し
た
役
場

の
海
部
課
長
さ
ん
、
職
員
の
方
に

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

牟
岐
町
遺
族
会
会
長

坂
千
代　

克
彦

令
和
三
年
度 

鳴
門
市
戦
没
者
追
悼
献
花

令
和
三
年
度

　牟
岐
町
戦
没
者
追
悼
式
開
催
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令和 3 年６月 11 日受賞

徳島県遺族会前副会長・理事
美馬市遺族会会長

小　笠　　　功 氏

　多年にわたり県遺族会、郡遺族連合会等の役
員として、組織の発展、会員の福祉向上に貢献
された功績により表彰を受けられました。心よ
りお慶び申し上げます。

―お 慶 び―

　海部郡牟岐町出羽島の川村リ
ヱコさんが百歳の誕生日を迎え
られ海陽町宍喰の老人保健施設
で徳島県、牟岐町、県遺族会よ
りお祝い状と記念品、花束が贈
呈されました。
　牟岐町遺族会よりお祝金をお
渡ししました。

　リヱコさんは自身の弟さんが戦死、嫁いだ夫の弟さ
んも戦死されていました。
　男 2 人、女 1 人を立派に育てました。夫が 30 年前に
亡くなってからは出羽島で独りで暮らして、牛乳配達
をしたり、畑で野菜を育てたりと元気な働き者でした。
　リヱコさんは 6 年前に今の施設に入所して現在も自
分の身支度は全部してお元気だそうです。
　祝賀会の日も子供さん、孫さん達に大きな声で「あ
りがとう御座います」と大変喜んでおりました。
　施設の方に 100 歳のお誕生祝賀会で何かほしいもの
はありますかと聞かれると「地元のゆずの酢のよく効
いた巻き寿司がほしいです」と言ったそうです。
　施設では特別に、大好きな巻き寿司がお祝にだされ
大変喜んで食べたそうです。
　これからもお元気で過ごされますようご祈念申し上
げます。

牟岐町遺族会会長　坂千代　克彦

支部だより百歳のお慶び

川村　リヱコ さん　（牟岐町）

県 民 表 彰 受 賞

　令和３年１月から令和３年６月までのアン
ケート調査結果については以下のとおり。(対象
者131名)

▶ アンケート概要

①【来館のきっかけ】は、「遺族会」が 20％、
「家族」19％、「新聞」が 13％。

②【来館の目的】は、「展示の観覧」40％、「遺
影を見るため」22％。「学習・教養を深め
るため」16％、

③【来館されての感想】は、「非常に満足した」
が 54％、「満足した」が 43％と、両方を
足すと 97％。

④【来館者の年齢等】は「70 歳代」23％、「50
歳代」18％、「80 歳以上」14％、「40 歳代」

「60 歳代」13％、「30 歳代」7%、「20 歳未満」
「20 歳代」5％、の順。

　来館者の遺族の割合は 45％。

▶ 来館者の感想等（自由意見：18 の意見から抜粋）
・戦争の歴史を伝える貴重な資料館だと思います。多くの方

へ紹介したいと思います。（40 代男性）
・兄が 3 人戦死しています。今年で 4 回目の来館になります。

80 歳を過ぎているので今回が最後と思います。（80 代女性）
・初めて来館しました。徳島だけでもたくさんの英霊の方が

いらっしゃるのに驚いたと同時に、ここまできちんと写真
を展示されていることに感激しました。私にも戦死した伯
父にあたる方がいます。改めて、伯父のことを知っておか
なければならないと感じました。展示されている方の子孫
の方にとってだけでなく、今の日本に生かされている者と
して感謝いたします。（40 代女性）

・英霊にこたえる会の靖國カレンダーで知りました。未来の
ため、国のために命をかけて戦ってくださった方々の思い
を今一度考え、その思いに今を生きる私たちが答えるべき
だと思いました。たくさんの方々に伝えていきたいです。

（20 代女性）
・苦難を乗り越え今があるのは、戦死した父が見守ってくだ

さっていると信じてこれからも頑張ります。（80 代女性）

戦没者記念館だより －写真展示数 8,115 柱　（令和 3 年６月 30 日現在）－
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︵
五
月
︶

8
日　

語
り
部
事
業
︵
戦
没
者
記
念
館
︶　

※
延
期

8
日　

青
年
部
役
員
会
︵
護
国
神
社
︶

11
日　

日
本
遺
族
会
青
年
部
長
会
議
︵
千
代
田
会
館
︶　

※
延
期

12
日　

日
本
遺
族
会
女
性
部
長
会
議
︵
千
代
田
会
館
︶　

※
延
期

18
日　

監
事
会
︵
護
国
神
社
︶

18
日　

女
性
部
役
員
会
︵
護
国
神
社
︶

24
日　

日
本
遺
族
会
理
事
会
︵
千
代
田
会
館
︶　

※
延
期

25
日　

正
副
会
長
会
︵
護
国
神
社
︶

28
日　

父
の
像
清
掃
・
第
1
ブ
ロ
ッ
ク
︵
徳
島
市
中
央
公
園
︶

︵
六
月
︶

4
日　
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
︵
吉
野
川
市
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
︶　

※
中
止

5
日　

南
部
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
︵
阿
南
市
文
化
会
館
︶　

※
中
止

6
日　

東
部
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
︵
護
国
神
社
︶　

※
中
止

8
日　

理
事
会
・
戦
没
者
記
念
館
奉
賛
会
総
会
︵
護
国
神
社
︶

12
日　

語
り
部
事
業
︵
戦
没
者
記
念
館
︶　

※
延
期

14
日　

日
本
遺
族
会
理
事
会
︵
東
京
︶　

※
書
面
決
議

24
日　

評
議
員
会
・
役
員
選
考
委
員
会
・
理
事
会
︵
護
国
神
社
︶

29
日　

富
山
丸
戦
没
者
慰
霊
祭
︵
護
国
神
社
︶

29
日　

日
本
遺
族
会
支
部
長
会
議
︵
東
京
︶

令
和
三
年
七
月
~
九
月
行
事
予
定

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
変
更
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

︵
七
月
︶

５
日　

英
霊
に
こ
た
え
る
会
理
事
会
・
評
議
員
会
︵
護
国
神
社
︶

９
日　

正
副
会
長
会
︵
護
国
神
社
︶

10
日　

語
り
部
事
業
︵
戦
没
者
記
念
館
︶　

※
延
期　

30
日
~
８
月
15
日　

第
十
一
回
特
別
企
画
展
﹁
全
国
各
地
の
戦
争
記

念
館
か
ら
戦
争
史
実
を
伝
え
る
﹂
開
催
︵
戦
没
者
記
念
館
︶

31
日　

護
国
神
社
﹁
み
た
ま
祭
り
﹂︵
護
国
神
社
︶

︵
八
月
︶

1
日　

英
霊
に
こ
た
え
る
会
全
国
統
一
街
宣
活
動
︵
繊
維
団
地
︶

上
旬　

父
の
像
清
掃
・
第
2
ブ
ロ
ッ
ク
︵
徳
島
中
央
公
園
︶

14
日　

語
り
部
事
業
︵
戦
没
者
記
念
館
︶　　

※
延
期

14
日
~
15
日　

全
国
戦
没
者
追
悼
式
︵
日
本
武
道
館
︶

15
日　

護
国
神
社
﹁
平
和
祈
念
祭
﹂︵
護
国
神
社
︶

24
日　

徳
島
県
戦
没
者
追
悼
式
︵
あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル
︶

︵
九
月
︶

1
日
~
2
日　
日
本
遺
族
会
中
・
四
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
︵
松
山
市
︶　

※
中
止

11
日　

語
り
部
事
業
︵
戦
没
者
記
念
館
︶

中
旬　

正
副
会
長
会
︵
護
国
神
社
︶

中
下
旬　
英
霊
に
こ
た
え
る
会
中
・
四
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
︵
香
川
県
︶　

※
中
止

28
日　

神
恩
感
謝
祭
︵
護
国
神
社
︶

遺
族
会
の
動
き

令
和
三
年
五
月
~
六
月
行
事

　

本
会
の
事
業
の
一
環
と
し
て
昭
和
二
十
七
年
八
月
一

日
に
第
一
号
を
創
刊
以
来
、
絶
え
る
こ
と
な
く
発
行
し

て
き
た
機
関
紙
﹁
会
報
﹂
は
本
号
で
二
百
九
号
に
至
り

ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
創
刊
以
来
、
六
十
九
年
間
の
会
報
を
保
存

版
と
し
て
、
本
会
の
活
動
の
記
録
を
と
ど
め
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
会
報
の
収
集
作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、

一
部
の
会
報
が
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
つ
き
ま
し
て
は
会

員
の
方
に
情
報
提
供
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

次
の
会
報
を
お
持
ち
の
方
は

　
　

事
務
局
︵
０
８
８-

６
３
６-

３
２
１
２
︶

ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

・
第
19
号

昭
和
33
年
発
行

・
第
26
号
~
62
号

昭
和
38
年
~
昭
和
49
年
発
行

・
第
66
号

昭
和
51
年
も
し
く
は

昭
和
52
年
発
行

・
第
69
号

昭
和
53
年
発
行

・
第
83
号

昭
和
58
年
発
行

過
去
の
会
報
の

　
　
　情
報
提
供
の
お
願
い

　各種行事、記念館の語り部事業、慰霊巡拝等の最新の情報をお知らせしています。

携帯・パソコンの検索欄に

徳島県遺族会 もしくは 徳島県戦没者記念館   で 検索

ホームページのアドレス URL　http://izokukai.jp/

携帯電話のバーコードリーダーで右記QRコードを読み込んで下さい。

アクセス数 112,530 （令和 3 年 6 月 30 日現在）

ホームページ随時更新中 !!


